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■リンゴ黒星病とは
リンゴ黒星病は Venturia inaequalisによって引き

起こされ、リンゴの葉や果実に円形～不定形で
褐色の病斑を形成する（図）。果実では肥大に
伴って病斑部に亀裂が生じるため、経済的な被
害を及ぼす。本病は主に被害落葉で越冬し、展
葉期にあたる 4月下旬頃から落花 20日後頃の
6月上旬まで子のう胞子を飛散させ、一次感染
が生じる。毎年病徴が確認される時期は 5月中
旬頃となり、以降、分生子によって二次感染が
繰り返され被害が拡大する。リンゴ主産県では
2015年頃から本病の発生が増加傾向にあり、青
森県では発病果率 80％を超える園地もみられ、
その影響は甚大である。

図　リンゴ黒星病の病徴（左：果実、右：葉）

■発生増加の要因
本病の発生増加の要因として、重点防除時期

（※）の基幹防除剤として用いられてきたステ
ロール脱メチル化阻害剤（DMI剤）に対する耐
性菌の発生が明らかになっている。また、夏季
の基幹防除剤であったストロビルリン系殺菌剤
（QoI剤）においても耐性菌が発生し、二次感染
時期の防除圧低下も本病の発生増加に影響を与
えたものと推察された。
※�重点防除時期：4月下旬の「ふじの展葉 1
週間後頃」から 6月上旬の「ふじの落花 20
日後頃」までの期間

■防除対策の現状
これを受け青森県では、DMI剤の代替剤とし

てコハク酸脱水素酵素阻害剤（SDHI剤）及びア
ニリノピリミジン系殺菌剤（AP剤）であるシプ
ロジニル水和剤を、QoI剤の代替剤としてキャプ
タンを主体とした保護剤の使用を指導している。
さらに、重点防除時期のうち、落花期から落花
20日後頃までの散布間隔を 15日から 10日に短
縮した防除体系に変更し、対策強化を図ってい
る。また、耕種的防除として、一次伝染源とな
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る被害落葉の処理（除去またはすき込み）など
を指導している。
こうした防除剤や防除体系の見直しにより一

定の成果はみられている。一方で、生産者の高
齢化や労働力の減少により、耕種的防除の実施
率は極めて低く、そのため菌密度が低下せず、
沈静化には至っていないのが現状である。

■課題
薬剤耐性菌の発生に起因する黒星病の発生増

加は、1970年代にもベンゾイミダゾール系殺菌
剤（MBC剤）で報告されている。本剤は浸透性
を有し、本病に対して高い防除効果を示したが、
その効力の高さから同系統の薬剤が多用され、
耐性菌発生に影響したとみられている。
これまで耐性菌の発生が認められている DMI

剤、QoI剤及び MBC剤は、殺菌剤抵抗性対策
に取り組む国際組織 FRAC（Fungicide Resistance 
Action Committee）の定める耐性リスクが「中」ま
たは「高」に位置づけられているものの、その
抗菌スペクトラム（効果のある病害の範囲）の
広さや効力の高さから依存していたのが実情で
ある。DMI剤の代替剤として普及した SDHI剤や
AP剤においても、耐性菌の発生が懸念されてい
る。
これら代替剤を有効活用していくため、耐性

発達を遅延させるための同系統薬剤の使用回数
制限や他系統薬剤とのローテーション散布、耐
性菌の発生動向を明確化するためのモニタリン
グ調査など、耐性菌リスク管理の重要度は増し
ていくものと考えられる。
また、今後は薬剤防除だけに依存するのでは

なく、落葉処理などの耕種的防除及び剪定など
の栽培管理技術を組み合わせた総合的防除が必
要である。耕種的防除は多大な労力を要するの
が問題であるが、リンゴ栽培園における落葉処
理の機械化が検討されるなど、省力的な防除技
術の開発が進められている。
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③�コドリンガ及び近年の調査で発見、同定され
たヒメハマキガ亜科 3種の解説
１．コドリンガ（Cydia pomonella）
開張 14-22mm。仁果類が生育する温帯地域（日

本、韓国を除く）に分布し、りんごやなし、く
るみ等の重要害虫である（図 4）。雄交尾器のバ
ルバ（把握器）腹縁部は先端寄りに突起があり、
コドリンガと近縁種を識別する最も重要な識別
点である（図 5A）。挿入器には数本のコルヌティ
（射精嚢棘）をもつ（図 5B）。

２．ニセミドリバエヒメハマキ（Grapholita pavonana）
開張 12.5-16mm。本州、九州に分布し、成虫は

8月に採集されているが、寄主植物は不明。雄
交尾器はテグメン頂部に窪みが生じ、針状のコ
ルヌティの長さはバルバの最もくびれた部分の
幅と同程度である（図 6）。

図 6　�ニセミドリバエヒメハマキの雄交尾器
A：後面（テグメン頂部：→）
B：挿入器先端（コルヌティ：→）
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３．グミウスツマヒメハマキ（Apotomis lacteifascies）
開張 14.5-18mm。北海道、本州、四国、対馬に

分布し、成虫は 5-10月までみられる。幼虫はグ
ミ類を摂食する。前翅は基部に白い帯をもち外
方 1/2が白っぽく、外方が暗色になるコドリンガ

（図 3）との外観による識別は容易である。雄交
尾器はバルバ腹縁部に剛毛群をもち、先端部は
細長い（図 7）。

図 7　グミウスツマヒメハマキの雄交尾器：後面（剛毛群：→）

４．マツツマアカシンムシ（Rhyacionia simulata）
開張 13-16mm。北海道、本州、四国、九州に

分布し、成虫は近畿地方では 2-4月、東北地方
では 4-6月に出現する。幼虫はマツ類の新梢や
球果に潜る。前翅が細長く、他のハマキガ類の
外観と雰囲気は異なる。雄交尾器のバルバ腹縁
部は先端近くに細い突起があり（図 8A）、挿入
器は針状のコルヌティをもつ（図 8B）。

図 8　�マツツマアカシンムシの雄交尾器
A：後面（突起：→）　B：挿入器先端（コルヌティ：→）
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図 4 　�誘殺されたコドリンガ不妊
虫（カナダブリティッシュ
コロンビア州ケロウナ）
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図 5　�コドリンガの雄交尾器
A：後面（突起：→）　B：挿入器先端（コルヌティ：→）


